
 

 

 

日時：平成26 年9 月18 日（木）  受付12 時  開会13 時   入場無料（事前申込不要） 

場所：木曽文化公園文化ホール 長野県木曽郡木曽町日義4898-37  Tel：0264-23-8011 

会場の駐車場には限りがありますので，なるべく乗り合わせてお越しください。会場内は飲食厳禁です。 

プログラム 

13:00-13:10 開会 

13:10-14:10 基調講演 『長野県西部地震災害から 30 年』 

北澤 秋司 山地環境防災研究所長（信州大学名誉教授） 

14:25-16:25 パネルディスカッション 『災害復旧事業の検証と今後のフィ

ールド活用』 

コーディネーター 北原 曜     信州大学 農学部 森林科学科 教授 

パネリスト     北澤 秋司   山地環境防災研究所長（信州大学名誉教授） 

瀬戸 普    王滝村長 

前島 啓伸   長野県 林務部 森林づくり推進課長 

安井 誠一   中日森友隊 隊長（理事） 

奥田 辰幸   中部森林管理局長 

16:25-16:30 閉会 

 

パネル展示 ： ホール内ロビーにて同時開催 

 

主催  中部森林管理局 

共催  長野県・王滝村 

後援  木曽広域連合・中日新聞社・信濃毎日新聞社・市民タイムス・長野林業土木協会・名古屋林業土木協会 

問合せ先   株式会社  中部森林技術コンサルタンツ （むらまつ/かぎもと）      Tel：052-955-8135 

（事務局） 中部森林管理局 計画保全部 治山課 （そが/ふりはた）   Tel：050-3160-6534 
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アクセス

 昭和59年（1984年）9月14日に王滝村を中心に発生した長野県西部地震

災害から今年で 30 年が経過しました。 

 30 年間の復旧・復興の歩みを振り返り，災害の恐ろしさや，植生を復元させ

る取り組み等について議論することで，今後の地震災害への備えと，復旧対策

の方向性を考える場としてシンポジウムを開催します。 

被災直後の状況



 
 

 

 

 
 

 

 
シンポジウムのポストイベントとして，現地見学会を開催します。シンポジウム参加者の中から，下記により災害復旧事業地等の現地見学

希望者を募集します。 

▽ 日 時：平成26 年9 月19 日（金） 8：30～14：30（予定） 

▽ 集 合 場 所：王滝村役場（現地への移動はバスを準備します） 

▽ 見 学 コース：田の原（御岳崩れ）～展望台～伝上川・濁川 

▽ 募 集 定 員：40 名程度（申込多数の場合は抽選となる場合があります） 

▽ 参 加 費：無料（但し，宿泊費・昼食代等は各自でご負担下さい） 

▽ 申 込 方 法：お名前（フリガナ），所属・部署，住所，性別，年齢，連絡先（電話・Fax・E-mail），宿泊希望等の必要事項を記入

し，9 月5 日（金）までに Fax または E-mail でお申込み下さい。 

▽ 申 込 先：株式会社 中部森林技術コンサルタンツ  むらまつ/かぎもと 

〒460-0003 名古屋市中区錦3 丁目2 番4 号  相互ビル 2F 

Fax：052-955-8121     Tel：052-955-8135  

E-mail：  ontake_sympo@cfec.co.jp 
▽ そ の 他：雨天でも実施します（但し，荒天の場合は中止することがあります）。登山靴・雨具等については，各自ご用意下

さい。 

 

 
※シンポジウムのみ参加する方は，参加申込書は不要です。 

ポストイベント「現地見学会」参加申込書
フリガナ

お名前

ご住所

所属・部署 宿泊希望 有・無

Tel Fax

E-mail

連絡事項

連絡先
（緊急連絡先）

年齢 才 性別 男・女

〒

ポストイベント（現地見学会） 

奥田
お く だ

 辰
たつ

幸
ゆき

  中部森林管理局長 

1982 年林野庁入庁。林野庁では国有林野事業の一般会計化に携わり，公益性を重

視した管理・経営の推進とともに，民有林との連携など国内林業全体をリード。理念

として『公益重視の管理経営の一層の推進』『森林・林業再生への貢献』『網紀の保持，

労働安全の確保』を掲げる。2014年4月から現職。 

 

安井
や す い

 誠一
せいいち

  中日森友隊 隊長（理事） 

現，中日森友隊隊長。活動初期より所属する現役隊員の一人。中日森友隊は1996年，

中日新聞社が創立110周年を記念し，緑のボランティア団体として結成。長野県西部

地震の被災地に造成された「国民の森」のほか，愛知・岐阜県で森林づくりを実施。

隊員数約50名余り。2013年「国民の森林づくり」推進功労者に対する林野庁長官感

謝状受賞。 

前島
まえじま

 啓
あき

伸
のぶ

  長野県 林務部 森林づくり推進課長 

1980 年長野県入庁。林務部の技術職員として勤務。主に治山事業等の森林土木分

野を担当。2013年4月から現職。 

瀬戸
せ と

 普
ひろし

  王滝村長 

1987年5月から王滝村議会議員（うち副議長4年間）を務め，2006年2月より現

職（3 期目）。重要施策の一つに「都市部との交流強化」を掲げ，木曽川下流域の住

民，愛知用水の受益者などとの連携を強化し，官民一体となった森づくりを進めてい

る。 

北原
きたはら

 曜
ひかる

  信州大学 農学部 森林科学科 教授 

1977 年京都大学農学部卒業。林野庁林業試験場研究員，林野庁森林総合研究所森

林環境研究部治山研究室長を経て2000年より現職。農学博士。専門は山地土層中の

不均質地下水流（パイプ流）の諸特性に関する研究など。1994 年森林土壌における

パイプ流の特性に関する研究にて日本林学会賞受賞。日本緑化工学会理事。著書に

「治山・砂防緑化技術」（共著），「自然をつくる緑化工ガイド」（共著）など。 

北澤
きたざわ

 秋司
し ゅ うじ

  山地環境防災研究所長（信州大学名誉教授） 

1956 年信州大学農学部卒業。長野県下伊那郡上久堅村立砂防学校講師，長野県公

立学校教諭を経て，1970年信州大学農学部助手，1971年同講師，1975年信州大学大

学院農学研究科助教授，1988年同教授を歴任。1999年同退官後，現職。農学博士。

専門は山崩れ，土石流，崖崩れ，地すべり等の発生機構に関する研究など。2008 年

土砂災害防止功労者国土交通大臣表彰受賞。（社）日本地すべり学会中部支部顧問。

著書に「新 砂防工学」（共著）など。 

基調講演者・コーディネーター・パネリストのプロフィール 


